
講義

学修の到達目標
看護学における各領域の実践に必要な医療保健統計学の基礎知識を身につける。
地域社会における健康支援の実践と健康課題に関する研究を行うための保健統計の知識および統
計解析手法の知識・技術を身につける。

課題等に対するフィードバック（正解の提示と解説）および講義・試験・課題等に対する疑問点
や質問に対する回答は講義後に対面・メール等での説明もしくはPortalサイト、CoursePowerへの
掲示によって行う。
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授業概要

看護師や保健師に必要な医療保健統計の知識と統計解析手法を学び、得た知識と技術を適切に利
用できる能力を身につける。
医療従事者および看護師・保健師として知っておくべき、保健・医療・福祉の各分野や看護学の
各領域に関わる医療保健統計学の知識・技術について理解し、説明できるようになる。
医療や保健に関わる種々のデータの収集（調査）、資料の整理、データの集計等を行い、それを
もとに全体像を推測し、仮説を検証するための基本的な医療保健統計学の知識および統計処理・
検定手法を身につける。

予習・復習の内容およびそれ
に必要な時間

講義目的を理解し、あらかじめ教科書を読んでおくこと（60分）。
毎回の講義内容を見直し、配布資料、演習問題等を中心によく復習し、次の講義までに前回の講
義の内容を必ず理解しておくこと（3.5時間）。
本講義内容の修得には、最低90時間以上の学修時間を要し、毎回4.5時間程度の予習・復習が必要

参考図書

当該科目に関連する職歴と科
目への活かし方

参考URL

教科書

教員からのメッセージ

その他

教科書、配布プリントを使用します。
内容の理解を確認するため、演習（実技も含む）・確認テストを行います。
2年次に学ぶ、公衆衛生学、疫学の理解に内容に必要な内容、看護師国家試験においてよく出題さ
れる人口統計の内容などを含みます。保健師希望でなくとも受講することをお勧めします。
保健師国試受験希望者は必修です。

授業方式

成績評価の方法・基準
1.評価基準は、授業概要および授業計画に記載した内容の理解度、学修の到達目標の達成度によ
る。
2.成績の評価は、定期試験（90%）、課題等（10%）を総合して行う。
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授業計画

回数

1

テーマ 内容

統計学概論、データの種類

統計学はデータの扱い方を考える学問である。統計学で扱う内容、
一番の基本であるデータの種類（量的変数、質的変数）とその分類
方法、データを起点としたものの見方を説明できるようになる。担
当教員：白戸

2 代表値とバラツキ

データの分布（ヒストグラム）・代表値（最頻値、中央値、平均値
）とそれらの性質の違い・データのばらつき（分位数、分散、標準
偏差、偏差値）・外れ値の特徴について説明できるようになる。担
当教員：白戸

3 表と図の利用、確率分布

表と図を用いたデータ表現の基本的な考え方（棒グラフ、折線グラ
フ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）、データ可視化（複合グラ
フ、2軸グラフ・関係性の可視化）について理解できるようにする。
代表的な確率分布の性質を説明できるようになる。担当教員：白戸

4 相関と回帰

二変量データの表現方法（散布図）と関係の示し方について理解す
る。相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）に関して説明できる
ようになる。重回帰分析、主成分分析、判別関数等の応用的な手法
についても理解できる。担当教員：白戸

5 推定と検定
記述統計学と推測統計学の違い、母集団と標本について理解できる
ようにする。仮説検証・知識発見・原因究明（推定と検定）に関わ
る基本的な考え方を説明できるようになる。担当教員：白戸

6 検定の応用

t検定の使い分けと応用、順位データとカテゴリデータに対する検定
方法を理解し、データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後で
の比較、A/Bテスト)に関する考え方、データ解析の活用事例につい
て説明できるようになる。担当教員：白戸

7 データの活用

データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）、データ
の集計（和、平均）、データの並び替え、ランキング、データサイ
エンスのサイクルについて理解する。演習を通して実際にデータを
読み、説明し、扱うことができるようになる。担当教員：白戸

8 保健統計調査の基礎

集団の健康指標を調査データ・実験データ・統計資料から得ること
の意義を理解する。保健統計調査の種類・データ（一次データ・二
次データ・構造化データ・非構造化データ）の特徴、データ量の増
加とSociety5.0、医療ビッグデータとデータマイニングについて説
明できるようになる。担当教員：鈴木

9 保健統計調査（基幹統計）

基幹統計としての国勢調査、人口動態統計、国民生活基礎調査、患
者調査、医療施設調査、学校保健統計、社会生活基本調査などの保
健統計調査について説明できるようになる。
担当教員：鈴木（研）

10 保健統計調査（基礎的な統計）

感染症発生動向調査、食中毒統計、国民健康・栄養調査、地域保健
・健康増進事業報告、身体障害児・者等実態調査などの保健統計調
査について説明できるようになる。
担当教員：鈴木（研）

11 保健統計調査（医療経済統計）、疾病・障害の定義と分類

国民医療費、介護サービス施設・事業所調査などの保健統計調査、
国際疾病分類（ICD）、国際生活機能分類（ICF）などの疾病や障害
の定義、分類について説明できるようになる。
担当教員：鈴木（研）

12 人口統計（人口静態統計）
人口静態統計（日本の人口、年少人口、老年人口、世界の人口など
）について説明できるようになる。
担当教員：鈴木（研）

13 人口統計（人口動態統計と主な健康指標）

人口動態統計（出生と人口再生産、死亡、死産、婚姻、離婚など）
、健康水準をはかる上での率と比、合計特殊出生率、年齢調整死亡
率、標準化死亡比（SMR）について説明できるようになる。担当教員
：鈴木

14 人口統計（生命表）
人口集団での生命表の考え方と計算方法、平均寿命、健康寿命につ
いて説明できるようになる。
担当教員：鈴木（研）

15 情報処理(医療情報とデータ活用)

医療におけるデータの電子化(DX)と情報セキュリティ、ELSI・個人
情報保護・データ倫理・匿名加工情報、データベース・オープンデ
ータの利活用、レコードリンケージ、IoT・AI・生成AI・ロボットの
利活用・応用、ヘルスケアにおけるデータ・AI利活用事例について
説明できるようになる。担当教員：鈴木
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